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阿蘇地域における
低・未利用資源を活用したエコフィード

生産体制の構築

飛岡久弥・小坂今朝和
（阿蘇周年放牧エコフィード協議会）



１． エコフィード生産体制作りと放牧

２． 飼料作りの実際と飼料成分

３． エコフィードの給与効果とまとめ

４． 小坂牧場での越冬放牧牛等の
飼育状況

講演内容



１． エコフィード生産体制作りと放牧



エコフィード作りの経緯

•我が国の飼料自給率は極めて低くて20数パーセントしかなく、
大きな問題である。広大な草原を有する阿蘇でも、この草資源
を利用した放牧は停滞している。

•動物福祉の向上や環境保護にも合致する放牧を推進するため
の補助飼料の自給は、今まで以上に重要になってきている。

•越冬放牧は、低コスト家畜生産の柱としてその重要性が指摘さ
れながらも、その普及は厳しい状況である。その要因の一つが、
越冬時に給与される飼料の問題である。

•演者の一人は1995年から大学で肥育羊、合鴨、産卵鶏、育成・
肥育牛、越冬放牧牛等の飼料設計と生産を手掛けてきた。

•退職後に開設した阿蘇あか牛羊牧場では跡ケ瀬牧野組合と協
同で、地域の低・未利用の飼料資源を活用して越冬放牧牛用お
よび周年放牧羊の補助飼料作りを行ってきた。

•その後、10戸の農家で阿蘇周年放牧エコフィード協議会を結成
し、エコフィードの生産と利用を開始した。
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子牛1頭当りの生産原価と
周年放牧の効果

（1990年頃調査、熊本県）



エコフィード生産と利用の流れ

規格外カンショ、豆腐粕、醤油粕等を利
用した発酵混合飼料の調製と利用

越冬放牧牛や放牧
羊への給与

畜舎飼育牛
への制限給
与

経産肥育牛
や育成牛へ
の給与
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※会の標語：  舎飼飼育10頭から放牧飼育30頭で、草原や田畑を守り、農村生活を楽しもう!

2022年7月から農水省助成事業で採択される「エコフィード生産安定供給体制の構築のための技術実践」

構成牧場

エコフィード生産体制の変化（組織面）、２０１４年１１月～２０２５年３月
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放牧で頑張ろうの会（放牧現地勉強会）※

阿蘇周年放牧エコフィード協議会




